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船舶事故調査報告書 

 

                              令和２年２月２６日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 衝突 

発生日時 平成３１年４月１６日 １６時５０分ごろ 

発生場所 大分県国東
くにさき

市大分空港東方沖 

国東港古市Ｃ防波堤東灯台から真方位１２３°５.２海里（Ｍ）付 

近 

（概位 北緯３３°２７.３′ 東経１３１°４９.３′） 

事故の概要  貨物船兼砂利石材運搬船第参拾参宝来
ほうらい

丸は、南南東進中、漁船海飛
か い ひ

丸は、北西進中、両船が衝突した。 

 第参拾参宝来丸は、左舷船首部外板の塗装に剝離を生じ、また、海

飛丸は、船首部の破損等を生じた。 

事故調査の経過  令和元年５月７日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 貨物船兼砂利石材運搬船 第参拾参宝来丸、４９６トン 

   １３２３２５、山年建設有限会社 

   ６９.１６ｍ×１３.００ｍ×７.５０ｍ、鋼 

   ディーゼル機関、７３５kＷ、平成７年１月２１日 

Ｂ 漁船 海飛丸、４.７トン 

ＯＴ３－２８１８５（漁船登録番号）、個人所有 

１０.８５ｍ（Lr）×３.３０ｍ×０.８６ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、２８１kＷ（動力漁船登録票による）、平成８

年１２月２６日 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ 男性 ５２歳 

   五級海技士（航海） 

    免 許 年 月 日 平成５年７月１４日 

    免 状 交 付 年 月 日 平成３０年７月２日 

    免状有効期間満了日 令和５年７月１３日  

Ｂ 船長Ｂ 男性 ３６歳 

一級小型船舶操縦士 

    免許登録日 平成２０年１２月４日 

    免許証交付日 平成３０年４月２７日 

           （令和５年１２月３日まで有効） 
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 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 左舷船首部外板の塗装に剝離 

Ｂ 船首部に破損、船首部のローラ破損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風力 ４、視界 良好 

海象：波高 約１.０ｍ、潮汐 上げ潮の末期 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａほか４人が乗り組み、空倉の状態で、平成３１年４

月１６日１２時００分ごろ大分県津久見
つ く み

市津久見港に向けて福岡県

苅田
か ん だ

町苅田港を出港した。 

 船長Ａは、１５時３０分ごろ大分県姫島村姫島南方沖で昇橋して船

橋当直を引継ぎ、３Ｍレンジとしたレーダーを作動させ、１６時１０

分ごろ国東市黒津ノ鼻東方沖で大分県大分市関埼に向ける針路とし、

約１１ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で自動操舵によ

り南南東進をした。 

船長Ａは、大分空港東方沖において、レーダーで左舷船首方約３Ｍ

のところにＢ船の映像を認め、目視でＢ船が漁船であることを確認

し、Ｂ船がＡ船の進路を避ける立場であり、Ａ船が針路及び速力を保

つ立場であると判断していずれＢ船がＡ船を避けると思って航行を続

けた。 

船長Ａは、左舷船首方から来る貨物船がＢ船の船首方を通過した

後、Ｂ船の様子を見ながら航行していたところ、約２００～３００ｍ

に接近したとき、Ｂ船がＡ船を避けないと判断し、衝突の危険を感じ

て、直ちに主機を微速力前進とし、操船信号として短音１回の汽笛を

吹鳴して手動操舵に切り替えて右一杯を取ったものの、間に合わず、

１６時５０分ごろＡ船の左舷船首部とＢ船の船首部とが衝突した。 

Ａ船は、錨泊した後、船長Ａが、乗組員に指示して搭載艇を降ろ

し、Ｂ船の負傷者及び損傷状況を確認させ、海上保安庁に本事故の発

生を通報した。 

Ａ船は、海上保安庁の調査を受けた後、津久見港に向かった。 

Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、たちうお
．．．．

曳
ひき

縄漁を終えて帰港す

る目的で、１６時００分ごろ国東市国東港武蔵
む さ し

地区に向けて愛媛県

伊方
い か た

町佐田
さ た

岬西北西方約３.５Ｍ沖の漁場を出発した。 

Ｂ船は、０.７５Ｍレンジとしたレーダーを作動させ、国東港武蔵

地区に向ける針路として約７～８kn の速力で自動操舵により北西進

し、漁場を出発して約２０～２５分後、船長Ｂが、前路に他船を見掛

けなかったので約１２kn に増速して操舵室を離れ、後部甲板で漁獲

物の箱詰及び漁具の片付け作業を開始した。 

船長Ｂは、後部甲板で漁具の片付け作業を行っていたところ、船首

方で貨物船が通過した際、右舷船首方にＡ船を認めたものの、操舵室

のレーダーを見てＡ船が映っていなかったのでまだＡ船との距離があ

ると思い、同作業が終わったところでＡ船の様子を見るつもりで同作
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業を再開した。 

船長Ｂは、大分空港東方沖において、漁具の片付け作業を行いなが

ら航行を続けていたところ、衝撃を感じてＡ船と衝突したことに気付

いた。 

船長Ｂは、衝突の衝撃で後部甲板に転倒し、操舵室に移動して主機

を中立運転とした後、Ｂ船の損傷状況を確認し、Ａ船から大分海上保

安部の連絡先を聞いて、海上保安庁に本事故の発生を通報した。 

Ｂ船は、海上保安庁の調査を受けた後、自力航行ができたので、国

東港武蔵地区に帰港した。 

（付図１ 事故発生経過概略図、写真１ Ａ船、写真２ Ｂ船、写真

３ Ｂ船の船首部の損傷状況 参照） 

 その他の事項  船長Ａは、これまでの経験でＡ船が針路及び速力を保つ立場であっ

てもＡ船に接近するまで避けない漁船が多いので、Ｂ船もＡ船に接近

してから避けると思った。 

船長Ｂは、いつも、漁場を出発してから漁獲物の箱詰及び漁具の片

付け作業を行い、時折、周囲の見張りを行っていた。 

船長Ｂは、ふだん、他船と約０.５Ｍ以下に接近したとき、衝突の

危険があるかどうか、判断して避けるようにしていた。 

船長Ｂは、Ａ船からの汽笛が聞こえなかった。 

船長Ｂは、本事故当時、救命胴衣を着用していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ船は、大分空港東方沖を南南東進中、船長Ａが、左舷船首方にＢ

船を認めた際、これまでの経験からＢ船がＡ船に接近して避けると思

い、同じ針路及び速力で航行を続けたことから、衝突を避ける措置が

遅れ、Ｂ船と衝突したものと考えられる。 

Ｂ船は、大分空港東方沖を北西進中、船長Ｂが、後部甲板で漁具の

片付け作業中にＡ船を右舷船首方に認めたものの、レーダーの映像に

Ａ船が映っておらず、まだ距離があると思い、同作業が終わったとこ

ろでＡ船の様子を見るつもりで同作業を続けながら同じ針路及び速力

で航行したことから、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、大分空港東方沖において、Ａ船が南南東進中、Ｂ船が北

西進中、船長Ａが、左舷船首方にＢ船を認めた際、これまでの経験か

らＢ船がＡ船に接近して避けると思い、同じ針路及び速力で航行を続

け、また、船長Ｂが、後部甲板で漁具の片付け作業中にＡ船を右舷船

首方に認めたものの、レーダーの映像にＡ船が映っておらず、まだ距

離があると思い、同作業を続けながら同じ針路及び速力で航行したた

め、両船が衝突したものと考えられる。 
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再発防止策 

 

 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・針路及び速力に変化なく接近する他船を認めた場合は、早期に汽

笛を吹鳴するなどの警告信号等を行うとともに、早めに衝突を避

けるための措置をとること。 

 ・自船に接近する船舶を発見した場合、他の作業をやめて、動静を

確認すること。 
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付図１ 事故発生経過概略図 

事故発生場所 

（平成３１年４月１６日 

１６時５０分ごろ発生） 

大分空港 

関崎 

佐田岬 

漁場 

国東港武蔵地区 

Ｂ船 

Ａ船 

国東市 

× 

国東港古市Ｃ防波堤東灯台 

黒津ノ鼻 

愛媛県 
大分県 

津久見港 

苅田港 

福岡県 
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写真１ Ａ船 

写真３ Ｂ船の船首部の損傷状況 

写真２ Ｂ船 


